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本
書
は
本
¥

七
月
の
本
認
に
紹
介
せ
る
.「

.價
値
論
の
諸
問
題」

：第

1

編
の
，續
編
を
爲
す
も
の
で
あ
ネ
。
第
.
一
編
は
旣
述Q

通
り
典
後 

に
開
か
る
べ
き
同
學
會
委
M -

會
に
於
て
價
値
論
上
の
諸
種
の
問
題
を
論
議
す
る
爲
の
準
備
と
し
て
編
籩
さ
れ
た
も
の
で
、
ミ
ー
ゼ
ス
及 

び
シ
ユ
.
ビ
ー
ト
ホ
フ
兩
敎
授
.の
名
を
.通
じ
て
集
め
ら
れ
た
所
の
各
理
颛
家
：の
憤
俽
,

に
關
す
苓
所
說
を
纏
め
た
成
艰
で
あ
る
0 

.

茲
に
紹
介
す
る
第
一
一
編
は
、
斯
る
準
備
を
氍
て
.咋
年
九
互U

十
日
に
ド
レ
ス
デ
シ
に
於
て
開
催
せ
ら
れ
た
る
惯
値
論
討
議
の
禿
員
#
 

の
記
錄
で
あ
る
。
同
討
議
に
參
加
し
て
議
論
を
交
へ
た
人
は
可
成
‘り
多
く
、
次
の
4
-
九
人
に
達
し
て
居
る
。
即
ち
維
納
ょ
り
ミ
ー
ゼ
ス
を
，
 

初
と
し

て

o
p
. 

w
. Schams, 

Priv. 

D
o
z
.
o
r
. 

Haberler 

同
じ
く 

〇
.JVTorgensterm 

及
び 

D
r

 

H
a
n
s

 

Z
e
i
s
l

の
兀
人
、
YI
味 

よ
り 

Frol. 

Dr. 

w
. Le

o.erer, 

Dr. 

Fi-
Irerzfeiaer 
偷
敦
よ
り 

Proi. 

Dr. 

P
V
A
，

ffiayek, 

Prov. 

Doz. 

Dr. 

Rosenstein- 

R
o
d
a
n

 
其
他
ブ
ラ
ー
グ
よ
o prof. 

Dr. 

L. 

v
o
n 

Eng.Knder 
及
び P

rof. 

Dr., F. 

x

 

Weiss 
ベ
ル
ン
よ
り 

prof. Dr. A
.

 

A
m
o
n
n

 

ハ
ル
よ
り 

s
y
. 

Doz. 

Dr. 

M
a
c
k
e
n
r
o
t
h
,

ボ(

ン
よ
り 

p
rof’ Dr. 

A
.

 

Spiethoff 

ケ
ー
 

ニ 

イ
ス
ベ
ル
：グ
よ
り 

prof. 

Dr. 

W
.

 

v
l
s
g
e
l
s
.

キ
1
'..
ル
' よ
り
'

Prof. 

b
.
r 

.
G
'
.
n
O
I
m
,

ラ
イ
ブ
'チ
ッ
.ヒ
.
.よ
り
.p.riv. 

Doz...

o
r
. E.. E.gner 
.フ
...
ラ
シ
.ク
フ
.ル
ト
攀
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マ
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例

^

ッ
ぺ

ン

パ
ィ

T

i

ン

•又

は

力

i

f

f

.1
ぃ 

” 

.

1

.

I

p

l

l

け
で
ぁ
つ
た
爲
め
、
此
方
断
に
於
て
は
期
待
し
た
S

驗
が
交
へ
ら
れ
な
か
つ
た
。

，
U

の
h

r

u

r

た
丈 

多
の
效
圯
論
者
の
演
說
の
.後
を
I
-X
:
け
て
獨
り
汝
巧
と
欠
つ 

丨
H

n

 

t
マ
、
_ヶ
ン
ロ
丨
ト
が
數

口
、
ダ
ン
•

エ
グ
ナ
ー
、
及
び
ミ
ー
ゼ
ス
、
ア
モ
ン
等
が
效
用
說
の
立
場
か
ら
猛
烈
な
駿
擊
を
加
へ
、
該
會
_

の
後
半
の
時
間
は
此
論
爭 

に
殆
ど
杂 
<
 占
め
ら
れ
た
i r

が
あ
る
。
而
し
て
問
題
は
、
效
用
說
の
心
现
學
的
站
礎
0

適
否
如
何
か
ら
典
蕋
礎
と
し
て
の
社
#
學
的
觀 

察
の
必
耍
如
何
に
迄
及
ん
だ
の
で
あ
っ
セ
愤
値
现
論
討
論
會
の
因
的
ょ
り
見
れ
.ば
些
か
脫
線
の
觀
が
な
い
で
も
な
い
。
が
併
し
菩
人
は 

此
論
#

.
に
於
て
、
.限
兆
效
)1
]

說
.の
方
法
論
的
_

礎
に
關
し
ミ
ー
ゼ
ス
、
ア
モ
ン
、
：ヷ
ィ
ス
等
の
.
明
確
な
る
返
答
に
接
す
る
を
得
る
。
例 

へ
ば
純
粹
經
濟
學
规
論
丨
丨
價
侦
論
は
之
に
屬
す——

は
經
濟
の
背
後
'に
#
す
る
社
會
學
的
硏
究
を
考
慮
ず
る
任
務
を
負
擄
す
る
も
の 

.で
な
い
こ
と
、
迦
論
は
純
粹
に
し
て
袖
‘象
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

、

效
用
：說
が
心
理
學
か
ら
援
助
を
受
け
る
と
い
ふ
こ
と 

ば
決
し
て
非
難
せ
ら
る
\

现
出
に
な
ら
ぬ
こ
と
な
ど
が
、

マ
ッ

ケ

ー

ロ
ー
ト
、
ツ
ァ
イ
ス
ル
、
：
コ
ル
ム
等
に
劉
し
て
上
記
の
理
論
家
達 

に
依
つ
て
答
べ
ら
れ
る
0

.;

偽
ほ
失
張
り
方
法
論
.上
の
'
問
題
と
し
て
ミ
ー
ゼ
'
ス
と
'レ
ー
デ
ラ
ー
の
肌
に
取
交
は
さ
れ
た
所
の
、
興
味
あ
る
論
爭
が
.
.行
は
れ
た
。
之 

は
效
⑴
說
其
固
體
に
關
係
ず
る
も
办
で
な
く
.-
'

理
論
其
物
：の
齡
對
性H

關
ず
る
議
論
で
論
議
は〖

ミ
ー
ゼ
ス
が
：マ
ル
ク
ス
"流
.
の

理

論

..の

解

 

釋
を
本
討
論
會
に
梂
川
ず
：べ
き
で
な
.い
.と
い
ふ
由
張
.を
會
の
胃
頭
に
述
べ
る
こ
と
か
ら
.起
る
。

ミ：

丨
ゼ
ス
は
先
づ
人
|!
1
1の
思
惟
：の
'論
理
的
襁
成
が
あ
ら
ゆ
る
時
と
所
と
を
通
じ
：て
絕
對
不
變
ゼ
あ
る
こ
I

主
張
す
•る
:'
.0

之

は

い

ふ 

ま
で
も
.な
く
：
撒
近
ー
部
の
マ
ル
ク
ス
；

レ
i

l

:シ
主
義
衆
.が
.理
論
の
霉
派
性
を
：生
：張
し
、
思
惟
が
仿
祀
に
結
び
ら
け
ら
れ
.る
こ
と
を 

M

き
、
或
は
.ブ
ル
ジ
ョ
V

的
諭
现
、
プ
.
ロ
レ
タ
リ
：ア
的
.論
规
が
#

按
ず
る
か
.の
如
き
言
說
に
對
し
て
反
對
.の
態
度
を
表
.明
す
る
も
の
.に 

外
な
ら
ぬ
。
彼
.は
：如

何

な

、
る

^

族
”
如
何
な
"る
階
級
に
も
拘
束
餘
ら
.ざ
る
純
规
論
的
；認
識
^

存
在
す
る
.こ
と
^

主
强
;1
>
^

惟
；が
；

マ
： .

ル
ク
シ
ス
ト

.の

主

，
張

す

，
る

檫

.に
#

^

に
結
び
付
け
&

れr
.

ブ
ル
#

“

ウ
的
論
理
^
^
:プ
：：ロ
'1
>

タ
リ
ア
的
論
迦
4

が
別
々
に
相
並
ん

で
I

す
I

ら
ば
，
.
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H

,

さ

r

v

ラ
1

は
、
理
論
の
絕
I

が
I

I

つ
て
居
I

s

れ

爲

y

爸

f

l

u

、
I

I

產

Q

下
I

定
對
舍
關
し
て
作
上
げ
ら
れ
i

以

i

る
の
で
|

、
|

ば

レ

，

f

,

l

■

し

.

て
、
抑

.
1

と
し
1

1

1

い
g

^

w '
i

^

& r
^

w

#
在
す
る
か
：を
疑
ひ
、
义
硏
究
方
法
と
じ
て
の
靜
熊
學
的
方
法
が
經
濟
の
靜
的
狀
態
の
說
明
の
み
に
適
し
0

藤
的
な
る
經
濟
に
.は
當 

嵌
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
.の
全
く
誤
り
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
。

.

七
等
の
方
法
^ ;

上
の
問
題
故
別
と
し
て
、
債
値
論
と
し
て
最
も
筆
#

の
注
意
を
惹
い
た
の
は
.
 ̂

.

ン
グ
レ
ン
ダ
ー
の
所
說
で
.あ
る
。
之 

に
關
ず
る
說
明
を
以
て
木
雜
誌
の
紹
介
に
代
へ
る
こ
と
、
す
る
。

'■
•

.

エ
シ
グ
レ
ン
グ
ー
の
議
論
は
客
觀
的
M

値
說
と
主
觀
的
價
傾
說
と
の
折
衷
を
企
て
る
も
，の
、
如
く
で
あ
.る
0
彼
は
客
觀
的
價
値
說
の 

f-
t

表
的
な
る
も
の
と
し
て
リ
ヵ
ー
ド
ー
を
採
る
o

が
、
そ
れ
が
完
全
な
も
の
で
な
く
諸
種
の
欠
點
を
備
へ
て
居
る
こ
と
を
承
認
す
る
。 

例
へ
ば
、
リ
力
ー
ド
ー
の
價
値
說
は
：靜
的
價
格
を
說
明
す
る
が
、
嗎
そ
れ
の
み
で
あ
つ
て
、該
價
格
の
上
下
に
動
描
す
る
市
場
價
格
の
. 

說
明
は
出
來
ぬ
。
叉
靜
的
價
格
の
說
明
に
際
し
て
採
用
す
る
所
の
假
史
た
る
ゃ
現
锂
に
一
致
せ
ざ
.る
も
の
が
あ
る
、
勞
働
の
單
ー
性
の 

假
记
ゃ
、
あ
ら
ゅ
る
方
而
に
於
け
る
收
益
遞
減
の
法
則
の
假
定
の
如
き
ゅ
そ
れ
で
あ
る
、
と
い
ふ
樣
な
.こ
と
5:
-
'指
摘
す
る
。

.

奥
太
利
鹖
派
は
客
觀
的
價
@

學
說
の
斯
樣
な
欠
點
を
自
覺
し
て
、
之
と
金
く
反
.
對
0

方
面
か
ら
僙
値
學
說
を
打
建
て
た
も
の
で
あ
る 

が
、
之
に
依
つ
て
價
格
形
成
の
說
明
が
成
功
し
’た
と
は
承
||
;

し
難
い
と
い
ふ
の
が
エ
シ
グ
レ
ン
ダ
ー
の
意
見
で
あ
る
。

.

即
ち
塊
太
利
學
派
は
、十：！

典
學
派
の
費
用
學
說
が
ー
つ
の
循
環
論
理
に
落
入
る
：と
言
つ
.
て
非
雜
す
る
が
、
.此
非
難
はH

V

グ

レ

ン

ダ

 

丨
に
依
れ
ば
不
當
で
あ
る
。'
若
し
古
典
學
派
の
費
用
法
則
が
、

一；財
の
價
格
を
ば
當
該
財
の
费
用
價
姐
か
ら
說
明
す
る
な
ら
ば
確
に
そ 

1

は
1

環
論
现
に
陷
入
る
に
相
違
な
.
.い
が
費
用
法
則
办
意
味
は
別
に
解
釋
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
'當
該
財
の
生
産
に
耍
す
る
坐
產 

手
段
の
：數
: t

が
各
財
の
：價
値
を
決
定
す
る
と
い
ふ
解
釋
が
1 K

じ

い

の

で

あ

る

と

o
:

v

 

■
:

.
■

:
-:
そ
れ
か
ら
又
塊
太
利
擧
派
處
屢
說
が
價
値
と
價
格
と
の
ニ
律
常
反
ー
を
說
明
し
得
ぬ
が
、
。自
說
に
於
て
は
所
謂
る
限
界
效
用
の
觀 

念
(0
出
用
に
依
つ
て
之
を
適
切
に
說
明
ず
.る
と
'說
だ
が
、
-
エ
ン
グ
レ
.■ン

ダ
ー
は
之
も
亦
決
.し
七
进
し
く
な
.い
、
と
主
張
ず
る
り
即
ち
■-
.
-
• 

■
r
f値
S

酿

i
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f

 ャ
f

い
-か
と
い
ふ
と
.と
を
も
說
明
せ
ぬ
？
：
：
既
に
她
太
碧
派
は
洪
說
明
の
主
要
ほ
的
と
：せ
る
所
の
拿
樂
財
の
憤
格
を
.さ
へ
說
明
脅
ぬ
の 

で
あ
る
か
ら
I

派
は
坐
產
手
段
の
價
格
形
成
も
亦
同
f

之

：
を

說

明

し

て

居

ら

ぬ

。
，
と
べ

斯
#

な
.斷
案
を
.下
し
た
：エ
ン
グ
レ
ン
ダ
ー
は
固
よ
リ
塊
太
刹
學
派
を
以
て
：全
く
無
.用
な
も
の
と
考
へ
：て
席
る
も
の
で
.は
な
い
。
其
方 

法
論
に
於
て
.、
其
生
觀
的
愤
値
の
觀
念
の
强
調
に
於
て
、
限
界
效
用
の
觀
念
の
輸
入
.に
於
て
、
該
學
派
が
愤
格
形
成
の
說
明
上
必
要
欠 

く
可
か
ら
ざ
：る
：躲
礎
を
與
ベ
た
典
效
續
を
承
認
す
.る
の
に
.
エ
ン
グ
レ
シ
ダ
ー
は
決
し
.て
吝
で
な
6

。

.:

而
し
て
エ
：ン
ダ
レ
ン
ダ
1

が
最
後
：に
得
た
.結
論
は
結
局
.か
ぅ
で
，あ
る
。
.限
.界
效
用
說
は
、.
消
極
的
に「

財
貨
の
鍪
は
其
生
觀
的
價 

.値
に
從
つ
て
平
均
.せ
ら
れ
る」

と

い
/ふ
こ
と
を
明
に
：す
るo

換
言
す
.れ
ばr

或
人
が
或
財
貨
の
限
界
的
の〖

片
に
對
し
て
支
拂
ふ
惯
格
は 

當
，該
財
貨
よ
り
優
れ
た
る
他
の
.財
貨
の
：一
片
に
支
拂
ふ
價
格
以
.上
で
は
あ
り
得
な
い」

と

い
ふ
消
極
的
限
界
を
表
.示
す
る
に
過
ぎ
ぬ
の 

で
.あ
る
i

o
之
よ
り
し
て
更
に
次
の
こ
と
.が
推
論
さ
れ
る
：

「

或
る
財
貨
の
價
格
は
、
，既
に
.存
在
.せ
ぬ
.所
の
優
越
せ
る
他
の
.財
貨
の
方
が 

當
該
財
貨
の
最
後
のI

片
よ
り
も
望
ま
し
い
と
.思
は
せ
る
程
高
く
な
：く
、
他
方
に
於
で
|-
>

未
だ
猶
ほ
提
供
せ
ら
る
、
他
稱
財
货
の
限
双 

的
ヤ
片
よ
り
も
、；
既
に
無
く
な
つ
た
.當
該
財
の
方
が
望
ま
：し
い
と
考
へ
さ
せ
る
程
戗
く
も
な
い」

.所
に
觉
ま
る
と
。
：限
界
效
|[
1

說
に
依 

つ
て
は
菩
人
比
價
格
關
係
.の
決
宛
に
此
以
上
.に
接
近
す
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。：
上
卞
の
限
界
の
叫
|€
狹
ま
る
間
隔
を
狹
め
る
爲
に
は
他
の 

要
素
を
前
提
と
し
て
'知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

て
：

.

_
エ
ン
グ
レ
ン
ダ
ー
が
他
の
要
素
と
し
て
擧
げ
る
も
の
は
先
づ
社
會
各
員
の
所
得
の
階
/i
f

c

一
 

種
の
社
會
的
な
る
限
界
的
均
等
化)

次
に 

價
格
形
成
の
客
觀
的
技
術
的
決
定
條
件
と
む
て
坐
產
手
段
の
數
貴
;i

技
術
上
の
限
界
的
均
等
化
即
ち
限
界
坐
產
ヵ
の
觀
念
で
あ
る
。
斯 

く
の
如
く
し
て
價
格
關
係
の
，、

H-:

觀
的
社
#

的
並
に
客
觀
的
技
術
的
限
界
が
與
，へ
ら
れ
る
。

エ
ン
グ
レ
ン
-/
1
は
此
限
界
以
上
ic
M

に
惯 

格
決
定
の
餘
地
を
狹
く
す
る
こ
と
は
今
後
の
硏
究
に
篤
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
ふ
。
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係
の
相
|
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就
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I

 

.

' 

す
る
I

で
？

填
太
利
學
派
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I
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|

ス
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S
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嫌
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H

y

そ

シ

グ

.レ
ン
ク
i

所
見
と
全
く
同
一
で
f

と
Vi
ふ
よ
力
外
ば
.な

令

^̂

一
 

l

i

て
之
ま
で
閑
却
さ
れ
來
つ
た
所
の
價
値
の
主
觀
的
要
素
I

消
費
者
の

^
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1
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^

ま

_ _ 1_ 必_ : _ _ _ _ _ 議薩議_

ブ
ィ
ス
の
應
答
に
對
し
、
ヱ
ン
グ
レ
ン
ダ
ー
は
洱
び
立
つ
て
、
自
己
の
學
說
と
塊
太
利
寧
派
の
理
論
と
が
ヷ
ィ
ス
氏
の
言
ふ
如
く
极 

本
的
差
違
の
な
い
も
の
で
は
な
く
、
反
對
に
全
然
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
ベ
る
が
、
唯
-
そ
ぅ
宣
言
す
る
丈
.け
で
あ
つ
て
、
卷
々
に 

取
っ
て
不
幸
な
る
こ
と
に
は
よ
り
以
上
詳
細
な
議
論
が
交
は
さ
れ
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
n
併
し
菩
人
は
此
論
爭
に
依
つ
て
效
用
に
關
し 

て
從
來
曖
味
杧
解
さ
れ
て
居
つ
た
多
く
の
點
が
明
瞭
に
表
現
さ
る
X
に
至
つ
た
こ
と
を
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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